
平成27年5月1日現在
世帯数：
人　口：
　男　：
　女　：

871戸(+37)
1607人(+58)
778人(+33)
829人(+25)
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第
一
地
区
歴
史
文
化
調
査
を
終
え
て

　

第
一
地
区
の
歴
史
文
化
調
査
委

員
会
で
は
、〝
地
域
が
残
し
て
い

き
た
い
も
の
は
何
か
〞
を
中
心
と

し
て
、
一
年
間
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
ま
と
め
と
し
て
、
第
一

地
区
の
地
図
に
、
現
存
す
る
文
化

財
の
場
所
・
地
点
を
落
と
し
込
み

ま
し
た
。
あ
る
程
度
予
想
は
し
て

い
ま
し
た
が
、
文
化
財
の
大
部
分

は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
街
並
み

に
沿
っ
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
文
化
的
景
観
」は
、城
下
町
の

風
情
を
残
し
て
い
る
地
域
で
、
中

町
の
蔵
造
り
が
並
ぶ
通
り
及
び
道

路
の『
く
い
ち
が
い
』が
あ
り
ま
す
。 　

「
有
形
民
俗
文
化
財
」
は
、
民

間
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
物
で
、
前

記
同
様
主
要
街
並
み
沿
い
に
分
布

し
て
い
ま
す
。

　
「
無
形
民
俗
文
化
財
」
は
、
民

間
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
我
々
に
一

番
身
近
な
も
の
で
、
三
九
郎
・
あ

め
市
・
節
分
・
青
山
様
・
ぼ
ん
ぼ

ん
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
周
辺
の
町

会
で
は
一
部
行
わ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

お
祭
り
は
、
地
域
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
あ
り
、
舞
台
の
巡
行
が
行

わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
風
習
と
な
っ
て
い
る
年
末

年
始
（
初
音
、
初
荷
）・
お
雛
様
・

節
句
・
盆
・
月
見
等
が
あ
り
、
一

部
は
思
い
出
（
郷

愁
）の
領
域
に
な
っ

て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

人
々
の
活
動
は

時
代
に
よ
り
変
わ

り
、
バ
イ
パ
ス
の

で
き
た
旧
道
、
現
代
で
は
使
い
に

く
い
山
道
、
急
坂
、
ま
た
景
観
の

保
存
地
域
で
は
有
形
文
化
財
が
比

較
的
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
達
の
住
む
市
街
地
は
、
多

く
が
道
の
拡
幅
、
区
画
整
理
等
に

よ
り
、
旧
来
の
建
物
、
蔵
等
が
移

転
、
ま
た
は
取
り
壊
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
に

よ
り
、
遺
構
・
出
土
品
は
、
近
代

の
物
が
比
較
的
残
り
、
縄
文
・
弥

生
時
代
等
古
代
の
物
は
、
中
世
の

活
動
に
よ
り
壊
さ
れ
残
っ
て
い
な

い
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。（
尖

石
縄
文
考
古
館
学
芸
員
の
話
）

　

文
化
財
は
、
我
々
が
意
識
し
て

い
な
い
と
、
埋
没
・
廃
棄
等
し
て

し
ま
い
、伝
承
が
中
断
あ
る
い
は
、

無
く
な
っ
て
し
ま
う
事
も
起
こ
り

得
ま
す
。

　

我
々
歴
史
文
化
調
査
委
員
会
の

活
動
は
一
旦
終
了
し
、
松
本
市
全

体
の
ま
と
め
に
よ
り
、
今
後
の
方

向
付
け
を
し
て
行
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
常
に
文
化
財
に
対
す
る
興
味

を
持
ち
、
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
と
存
じ
ま
す
。

松 本 市 公 民 館 報 【第一地区版】③ 2015（平成 27）年　5　月　30　日（土） 第 77 号



　

木
々
の
緑
が
深
ま
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
日
頃
は
公
民
館
事
業
に

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
第
一
地
区
公
民
館
（
現

在
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
同

室
）
は
、
平
成
22
年
に
地
区
公
民

館
と
し
て
開
館
し
、
本
年
４
月
１

日
を
も
っ
て
満
５
年
と
い
う
一
つ

の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

開
館
当
初
は
、
地
区
の
皆
様
に

「
公
民
館
の
存
在
を
知
っ
て
い
た

だ
き
」「
公
民
館
は
こ
ん
な
こ
と

を
す
る
所
で
す
よ
」
な
ど
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
以
降
、
皆
様
の
よ

り
所
と
な
る
公
民
館
を
目
指
し
、

第
一
地
区
町
会
連
合
会
様
を
始
め

諸
団
体
様
や
公
民
館
委
員
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

第
一
地
区
は
、
現
在
、
少
子
高

齢
化
、
独
居
者
の
増
加
、
買
い
物

困
窮
者
、
地
域
活
動
の
担
い
手
不

足
、
ま
た
、
要
援
護
者
の
見
守
り

や
災
害
時
の
助
け
合
い
な
ど
、
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
地
区

の
皆
様
が
、
今
何
を
思
い
、
公
民

館
に
何
を
期
待
し
て
い
る
か
、
な

ど
を
お
聞
き
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
民
館
は
、
地
域
づ
く
り
の
一

端
を
担
う
た
め
に
「
地
域
の
課
題

解
消
に
向
け
て
の
学
習
機
会
の
提

供
、
生
涯
学
習
の
支
援
」
と
い
う

大
き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
は
、こ
れ
か
ら
５
年
後
、

10
年
後
に
向
け
て
〝
地
域
の
縁
を

大
切
に
〞
職
員
一
同
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
「
坂
の

上
の
雲
」
で
お
な
じ
み
の
広
島
県

呉
市
で
は
今
、
官
民
挙
げ
て
の
面

白
そ
う
な
街
づ
く
り
が
始
ま
っ

た
。「
呉
海
自
カ
レ
ー
」。
呉
を
母

港
と
す
る
海
上
自
衛
隊
の
艦
船
は

40
を
数
え
る
が
、
艦
内
で
提
供
さ

れ
る
カ
レ
ー
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
秘

伝
の
レ
シ
ピ
が
あ
り
、
自
衛
隊
の

調
理
員
の
指
導
の
も
と
に
再
現
さ

れ
た
カ
レ
ー
が
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
方
式
で
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
提
供
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
個

性
と
国
民
食
で
あ
る
カ
レ
ー
を
掛

け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
民
に
も

観
光
客
に
も
愛
さ
れ
る
新
た
な
地

域
資
源
・
グ
ル
メ
の
誕
生
で
あ
る
。

こ
れ
を
松
本
に
置
き
換
え
て
み
る

と
、「
岳
都
松
本
山
小
屋
カ
レ
ー
」。

冬
場
の
観
光
の
閑
散
期
に
、
冬
季

閉
鎖
中
の
岳
都
松
本
な
ら
で
は
の

山
小
屋
に
伝
わ
る
カ
レ
ー
を
街
な

か
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
的
に
提
供
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
夏
場
に
山
小
屋
を
訪
ね
る
動

機
づ
け
に
も
、
閑
散
期
の
飲
食
店

の
販
売
促
進
に
も
、
観
光
客
や
市

民
の
レ
ジ
ャ
ー
に
も
つ
な
が
り
そ

う
で
あ
る
。
こ
の
冬
の
「
松
本
カ

リ
ー
ラ
リ
ー
」
も
好
評
だ
っ
た
と

聞
く
。
面
白
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

地
域
の
縁
を
大
切
に

〜
開
館
５
周
年
を
迎
え
て
〜

え
ん

表彰状を持つ佐々木理事長と
盾を持つ清澤副理事長

蔵造りの街並み整備や町会と連携
しながらの長期的な視点のまちづく
りを行い、電線の地中化、オリジナ
ル日本酒の開発、英語パンフレット
作成など外国人観光客への対応に
も積極的に取り組んでいる点が評
価されました。
周辺の商業環境が変わる状況で
あっても、個々の商店主が魅力ある
個店づくりに励み、お互いに協調し
合うことで活性化していきたいとの
ことです。

本町の信毎松本本社建設、中条の跨線橋架け
替え工事など、地区の景色が様変わりしよう
としています。
地区の変わりゆく様子を記録する体制を強化
することを目的に、公民館は５周年を迎えた
ことを機に、写真部を設置します。
また、写真講座も主催し実施していきます。
この機に、一緒に写真部員になりませんか？

館報委員会写真部発足！！

平成２６年
地域づくりセンター併設

平成２２年４月１日　開館

平成２３年
学校サポート事業スタート

鎌田小学校
七夕人形作り教室

平成２４年８月７日
この年からふれあい盆踊りの
夕べと青山様・ぼんぼんが
同日開催となりました。

平成２５年
地区の紹介ビデオと
史跡マップ作りました。
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